
 

 

  

北洋銀行グループ経営理念：お客さま本位を徹底し、多様な課題の解決に取り組み、北海道の明日
あ す

をきりひらく 

 

 

 

 

2023年 7月 24日 

各 位 

   株式会社北洋銀行 

 

株式会社野生生物総合研究所様が 

SDGs(生物多様性)私募債（保証協会保証付私募債）を発行 
 

株式会社野生生物総合研究所様（本社：札幌市、社長：安細 元啓氏、資本金：11 百万円）は、2023 年

7月 25日に第 4回無担保社債（株式会社北洋銀行・北海道信用保証協会共同保証付）「SDGs(生物多様

性)私募債」3 千万円を発行します。年限は 5 年、受託（財務代理人に就任）・引受についても北洋銀行が

行います。本件私募債の調達資金は事業資金に充当する予定です。 

 

1998 年に設立された環境総合コンサルタントである同社は、経験豊富な生物調査専門家による環境調

査実施を強みとしており、道路・ダム建設などの環境アセスメントに係る環境調査・影響評価をはじめ、北海

道の貴重な資源である森林・河川湖沼・湿原などの自然環境の保全・野生動植物の保護や、自然再生・復

元に係る調査・計画にも積極的に取り組んでいます。 

これらの野外調査で蓄積した知識・経験をもとに、様々な調査ニーズに応えるため日々技術の研鑚と知

識の集積に励み、地域社会および環境保全に貢献していくことを方針としています。 

 

「SDGs（生物多様性）私募債」は、適債基準をクリアした優良企業が発行できる私募債です。当行は、お

客さまが私募債をご利用される際、発行金額の 0.2％相当額を、北海道の生物多様性の保全や持続可能

な利用を目指す取組みを行う「公益財団法人 北海道環境財団」に寄付します。本商品をご利用いただく

ことにより、お客さまは「優良企業」としての社会的評価と、環境課題解決に対する取組姿勢を広くアピール

することができます。 

「SDGs（生物多様性）私募債」は、銀行保証型、保証協会保証型の 2 種類があり、「SDGs（生物多様性）

私募債（保証協会保証型）」は物的担保の代わりに信用保証協会と取扱金融機関の共同保証を受けること

で、無担保で社債発行が可能になるものです。 

 

 

 

 

 

 

北洋銀行グループは、2018年 12月「北洋 SDGs宣言」 を表明し、地域の持続的成長

支援と社会的課題の解決に取り組んでおります。なお、SDGs に関連するプレスリリース

には、該当する SDGsのアイコンを明示しております 

【SDGs】2015年の国連サミットで採択された、持続可能な世界を実現するための 2030年

までの国際目標。17のゴールと 169のターゲットで構成される。 


